
令和７年度　第４回　牧の台地域協働交通検討部会連絡会 

 

 

次第 

 

 

日時：令和８年１月 15 日（木）　 

午後２時 00 分～ 

 場所：アステ市民プラザ　ルーム３ 

 

 

１．令和 11 年度のバス運行方針（案）について 

　 

２．牧の台コミュニティ協議会の実施計画書について 

 

３．その他 

 



令和11年度以降のバス運行方針（案）について

２．（目標）実利用者数の設定について

基準額（1,500万円）から逆算
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【基準額】
1,500万円

（目標）実利用者数

３.　（単年度）目標達成の判定について

※（目標）実利用者数と補助金のイメージ図

（赤字）1,500万以上＋実利用者数未達成

（目標運送収入未達成） （経費増加）

（目標運送収入達成） （経費増加）

実利用者数達成 （赤字）1,500万以上＋
×

実利用者数達成 （赤字）1,500万以内＋
（目標運送収入達成） （経費の増加なし）

（達成）

　令和８年度から毎年度（目標）実利用者数を設定し、

目標の達成状況をみて令和11年４月以降の運行を決定。

・２年連続目標達成すれば、現在のバス運行を維持する。

・２年連続目標未達成であれば、現在のバス運行を見直す

※２年間で目標達成など判断ができない場合

　２年連続目標達成、または未達成になるまでバス運行を

 継続する。★１年間毎の継続（翌年度分の債務負担を上程）★

１.令和11年度以降のバス運行方針（案）について　

最新の経費単価で毎年度必要経費を算出し、持続可能な運行に

必要な運送収入を達成するための（目標）実利用者数を算出する。

（経費増加分を加味して必要な運送収入を算出）

×
× ×

（達成）

（未達成）

（赤字）1,500万以内＋実利用者数未達成

×
（経費の減少）（目標運送収入未達成）

（達成）

４．今後のスケジュールについて

【２月：市長タウンミーティング開催】

 ・令和11年度以降の運行ルール（案）について、地域と意見交換

【３月：地域公共交通会議】

 令和11年度以降の運行ルール（案）について協議

 ・延長期限は、総合計画・川西市公共交通計画期間であるR13年度までとする。



 

（別記様式第１号） 
作成日　令和○年○月○日  

作成者　○○コミュニティ協議会　  

会長　○○　○○  
   
   

事業実施計画書  

   
   

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.事業名 

   
   
  

 
2.事業実施予定期間 

   
令和　　年　　月　　日 から 令和　　年　　月　　日  

  
 

3.事業の具体的な計画内容 

 

①無料乗車券等の企画乗車券の発行 

②バスの利用促進に係るノベルティ等の作成・掲示 

③バスの利用促進に係る企画・イベントの開催

 

4.期待する事業実施効果 

 

①大和バスの利用者数の増加 

②・③大和バスの積極的な利用意識の醸成 

 

 

5.効果検証の方法 

 

 

 




